
市政報告も4号、議員活動は 2 年が経過しようとしています。12月には4
度目となる一般質問があります。市民の皆様が気になることを市役所に質すこ
とを通じて、市役所の取り組みを確認し、新たな視点を共有していきます。
今回は「公民連携」を中心に据えて質問を展開します。公民連携と聞くと、
新しく難しいテーマのように感じるかもしれませんが、実際には昔から、どこ
ででも取り組んでいる概念です。国や県、市などの役所と、企業や商店、自
治会などが同じ仕事をしたり、同じ目的を共有したり、同じ資産を管理したり
することです。姫路市でも至るところで公民連携は行われています。
姫路には世界に誇れる城があります。改めてこのことを活かして、私は観光
都市として姫路市の注目度を高めます。更には、日本にとっても要となるモノ
作りを強化したい。これらの力を最大化するための手法と考え方が公民連携
だと確信し、具体的な事例を交えながら、一般質問に臨みます。内容は改め
て、市政報告として発信して参りますが、本会議当日の傍聴も可能です。お誘
い合わせのうえ、奮ってご参加ください。

姫路市の公民連携！「姫路市ＰＦＩ等事業手法の導入に関する基本方針」が改定されます！（来年3月末迄）
国は姫路市も含めた20万人以上の都市に対してPPP/PFI手法導入を優先的に検討する規程を定めることを要請しました。多くはＰＦＩ（民間
資金を活用した役所の仕事の代替）と呼ばれる事案です。役所だけでなく、あらゆるコミュニティーが一体となって取り組む必要があります。

課題は役所と民間とのあいだで、役割や仕事のやり方、モチベーションが大きく違うことです。お互いが公民連携の手法に精通し、具体的な
事案を積み重ねることで全体が活性化されます。

姫路商工会議所501会議室で第10回つながりの会勉
強会が開催されます。
入場無料。講師：米村敏郎様（第87代警視総監　東
京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会
理事）来賓：末松信介様（国土交通副大臣、内閣府
副大臣兼復興副大臣、参議院議員）

１１月１８日（金）１８：３０～　
姫路商工会議所
501会議室

日時

場所

姫路市議会１２月の本会議で塚本進介の
一般質問を傍聴できます。
入場料や事前のお申込みなどは不要です。
他の議員の質問時間などに応じて日時が前
後しますが、日程の詳細が決まり次第、イン
ターネットなどでお知らせします。お電話でも
事務所にお気軽にお問い合わせ下さい。

本会議一般質問傍聴のご案内
12月上旬　姫路市議会

本年は全１０回を予定してきました。講義形式とグループワーク形式で、法人向けで開催し
ています。講師は他都市の行政出身者（元八王子市長や元北九州市の産業局長）や、都
市計画専門の大学教授、民間企業のトップに来ていただきました。
グループワークでは人口流動、観光振興、公民連携をテーマにしました。来年も参加者同
士の交流に留意した勉強会を企画します。ご意見やアドバイスをお願いします。

つながりの会 勉強会
つながりの会が設定した姫路市の課題

（１）縦割り、横割り意識が強い（国、県、市の連携　官民、地域団体の連携）
（２）姫路の経済圏で完結している（世界や東京、他都市のマーケットへ発信）
（３）保守的で姫路の良さに気づいていない（気が付き、磨きをかける）

皆様から意見をいただき、市政に反映する取組

 　米村 敏郎 様 　 末松 信介 様

お誘い
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集いのご案内　

公民連携の４パターンとそれぞれの事例
①業務代替型
　（役所が行っている業務を民間がビジネスとして行う）

市役所の市民との窓口業務のアウトソーシング

③補助・支援、規制型
　（役所の施策に沿う事業内容に対して、補助や支援もしくは規制したりする）

民間企業と協働してご当地ＰＲツアーを検討し、市役所が補助や支援を行う

②施設利用型
　（役所が所有する施設などの資産で、永続的もしくは期間限定で、民間がビジネスを行う）

ネーミングライツや未利用地を定期借地しての駐車場運営、遊休公共施設の貸し
付けたりする

④民業代替型
　（役所自体が事業を主体的に行い、収益を出すことで財源を増やす）

姫路城などの施設での入場収入を増やす 

是非、来てください。

この２年での取り組みと、姫路をどんな街にしたいか
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今後各種の活動情
報やお誘いを更新
していきます。

発行：姫路市議会議員　塚本進介　（自由民主党）

本年10月31日に衆議院議員在職30年となる
石破茂様にお会いさせていただきます。



総務委員会副委員長常任委員会 特別委員会 観光交流特別委員会
※議会、市長公室、総務局、財政局、会計課、消防局、選挙管

理委員会、公平委員会及び監査委員の所管に属する事項
並びに他の常任委員会の所管に属しない事項を審査します。 

※観光交流に関
する事項を調
査研究します。

所属委員会 市議会議員は常任委員会、特別委員会のそれぞれひとつに所属します。

姫路市議会自民党会派の平成２９年度（２０１７年度）予算編成に対する要望書がまとまり、姫
路市役所（当局）に提案されました。政調会長が替わり、要望内容が拡充されています。私の要
望も織り込まれており、市政に反映できるよう取り組みます。この要望書を受けて、市長、副市長、
教育長を含めた当局との会議が開催されます。要望書は希望者に実費でお渡しすることがで
きます。数に限りがありますので、ご希望の方は西二階町事務所にお立ち寄りください。
☆全体ボリューム４４０項目（４４１）
総務７７項目（７４）、文教７１項目（６８）、観光を含む経済１０５項目（９０）、厚生８９項目（８５）、
建設９８項目（９６）　
※括弧内は前年度の要望数です。

姫路市議会自民党会派の次年度予算に対する要望がまとまりました！
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歩道を拡幅するなど、通学道路をはじめ主要な道
路の課題の解決に力を入れます。

通学路の整備

道路だけではなく水道や下水道のリニューアル
も推進します。

老朽化した社会インフラの整備

自治会長様を含む地域の有資格者が交代で見回
ります。  

防災防犯活動

町の実態を肌で感じ、身近な要望から解決します。

お祭りや運動会、敬老会などの
各種イベントに参加

観光振興としての公民連携では、観光振興条例を考えてみます。兵庫県では制定されてい
ませんが、既に２６道県で条例が制定されています。
姫路市が観光振興条例を制定し、観光振興を明確にすることで、財政状況や市役所の組
織などに左右されない施策推進ができます。市民が誇れるようなコンセプトを打ち出すことで、公
民連携を強化したいです。
また、姫路市が観光都市として更に目立っていくことで、国や県、更には全国展開企業からの
支援も受けやすくなります。他にも、昨年度より１０億円以上稼いだ、姫路城の入場収入や、その
他の有料施設での収益状況と使われ方を明確にすることもできるのではないでしょうか。使える
資金と必要な資金が明確になることで、アイデアの具体化が進みます。特例を増やしながら、ノ
ウハウを積み上げることができます。法人向けのふるさと納税制度を展開することも考えられま
す。

姫路市を観光で盛り上げるアイデアがあります。姫路市民の力強さと、明確なコンセプ
トがあれば実現可能であったり、更に良いアイデアが出てくると考えます。他にも楽しくなる
ようなアイデアがあれば、是非ご教示ください。
私としては、まずは姫路城の周辺を快適な空間にする活動に力を入れます。雨が降っ
ても、夜になっても、散歩やランニングで城を快適に一周できる環境整備として、具体的に
は街灯の整備や治水、道路舗装などに力を入れます。

「姫路市観光戦略プラン」が策定されます！ （来年3月末迄）

活動の様子活動の様子

本通信はつながりの会にご加入頂いた方、もしくは会員からご紹介頂いた皆様、自治会長様、地域の皆様にお送りさせて頂いております。
年に数回程度このようなご案内をお送りさせて頂きますが、退会希望や郵送不要のご希望は発行元までご連絡ください。

郵送でのお届け
の場合

江戸時代の街並みを感じさ
せるエリアを作る。

姫路観光は一度きりの日帰
りが主になっているが、長
期滞在や再訪問を増やす。

観光都市に関わるソフトと
発信力を強化する。

①駅から姫路城のあいだで街
並みを感じさせる。

②牡丹園に能楽堂を作る。

①姫路城の本質的価値を高め
る。現在 1,０００円の入城区
域の価値を高める。

②姫路城プラスワンを作る。
書写山と広峰山とをロープ
ウェイで結ぶ。

①江戸時代を感じさせるよう
なビジネスに対して支援す
る。

②姫路市外への PR 活動を強
化する。


